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PDA 首都圏公立高校即興型英語ディベート交流大会 第１回授業（体験会） 

 

一般社団法人パーラメンタリーディベート人財育成協会（PDA） 

                

開催日時：2018年 11月 13日（火）15:30-18:00 

会場：東京都立西高等学校 

参加者：生徒 9名、教員 2名 

ジャッジ：PDA スタッフ、一橋大学 

助成：公益財団法人 日本財団  公益財団法人 KDDI財団 

 

首都圏即興型英語ディベート交流大会に向けた体験会も最終日を迎えました。火曜日の

この時間帯は第二外国語の授業時間帯と重なったこともあって、昨年までは希望があった 2

年生はおらず、今回の参加者のほとんどは 1年生になりました。 

 

ルール説明、立論の仕方のレクチャー、モデルスピーチが行われ、引き続きそのままディ

ベート実践に入りました。初めのラウンドは緊張もあってか、スピーチシートに内容を書き

込む際の時間配分が上手くいかなかったようですが、一生懸命スピーチをすることが出来

ました。 

  



続く第 2ラウンド目では、チーム分けを大きく変更して対戦に臨みました。 

男女、先生も交じったチームでの準備時間でしたが、お互いの意見を尊重し合うスムーズ

なコミュニケーションで、スピーチを作成していました。ディベートになると、生徒達も前

回ジャッジからもらったアドバイスを活かして、例を入れること、比較対象を明確にするこ

となどを実践し、相手にイメージしやすく、わかりやすいスピーチをしようとする姿勢が伝

わってきました。自信をもったスピーチができるようになり、全体的に前回ラウンドと比べ、

成長が見受けられました。次の課題は POI（質疑応答）を出していくことです。 

  

生徒の声（アンケートより抜粋） 

 

・ディベートってこんなにおもしろいんだなってことを改めて確認できて良かったです。

貴重な経験をありがとうございました。 

・今までこんなに密度の高いディベートをしたことがなかったので、とてもおもしろく、勉

強になりました。話し方や改善点もたくさん教えてくださり、これからの学校生活でも

生かせそうと思ったから。 

・とても楽しかったです。しくみや方法がわかったのでよかったです。大会も参加した

いです。 

・ディベートの手順や、今まで知れなかったことも知れて、これからの学校生活でディ

ベートをする上でとても役に立ったし、ディベートがもっと好きになりました。 

・とても楽しかったです。自分の意見とは違う立場から物事を言うことや更にそれを英

語で伝える能力が養われました。 

・説明がわかりやすく、テーマが身近で基礎を理解できた。 

・ディベートの全体の流れをつかめば、自分の言いたいことを主張でき、とても楽しか

った。ボキャブラリーシートがあるのはとても分かりやすかったがなくてもできるように

なりたい。 

・初めてやってみたけれど、自分の思ったことを英語でつくっていくのはやはり楽しい

と思いました。 

・テーマがユニークで面白かったです。 



ベストディベーターに選ばれた皆さん 

 

〈1回目〉 

 

木村 将成さん(1年) 

仲野 瑶子さん(1年) 

鈴木 寛人さん(1年) 

高石 柚哉さん(1年) 

 

〈２回目〉 

 

今井 賢治さん(1年) 

丹羽 凛太郎さん(1年) 

池本 仁美さん(1年) 

仲野 瑶子さん(1年) 

 


